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UC-win/Roadで実現するMaaS

DX時代のMaaS・自動運転ソリューション

UC-win/Roadは、各種プロジェクトの３次元大
規模空間を簡単なPC操作で作成でき、多様なリア
ルタイム･シミュレーションが可能。柔軟な開発
環境、高度なシステム開発に適用できます。

交通量・車輌プロファイルによるシミュレーショ
ンに対応。自動車性能や縦断勾配を考慮した検証、
ターミナル建設に伴う交通流シミュレーションが
可能です。



UC-win/RoadとVISSIMのリアルタイム連携機能

• UC-win/Road上で運転している車両情報をリアルタイムに VISSIM へ送り、VISSIM 
上で計算、周辺車両と信号機の計算結果を UC-win/Road へ反映、3次元可視化を行う
機能

• ドライビングシミュレーション、自動運転とADAS、モビリティに関する研究開発に使
用可能な機能

自車情報

他車、信号情報
http://vision-traffic.ptvgroup.com/en-us/products/ptv-vissim/ ムービ

VR Design Studio UC-win/Road Ver. 14

http://vision-traffic.ptvgroup.com/en-us/products/ptv-vissim/


DX時代のMaaS・自動運転ソリューション

オープンデータや設計段階のデータを活用し、実
空間と位置情報を連携させたVR空間を効率よく作
成。各種ドライブシミュレータを接続し実ドライ
バ挙動を考慮した実験に適用できます。

時間、天候、日照・照明、交通流などの環境シ
ミュレーションやシナリオ、ログ、リプレイ機能
による実験環境、AUTOSAR組込開発で実車と
3DVRがリアルタイムに連携する開発環境を実現。

■MaaS特設サイト： https://www.forum8.co.jp/product/maas/

UC-win/Roadで実現するMaaS

https://www.forum8.co.jp/product/maas/


 AUTOSAR準拠の車載プラットフォームJulinar®を用いたサービス提供
 ハードウェアに依存しないアプリケーションの開発可能（Classic Platform）
 高度自動運転、クラウド連携、IoTとクラウド化へ対応（Adaptive Platform）

組込み開発

動画

リアルタイム環境システム例・組み込み対応

Java Script
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「大型4KVR立体視ドライブシミュレータ」と
「VR国総研」を国土技術政策総合研究所へ納入

官民連携によるインフラDX推進のプラットフォームとして活用
「大型4KVR立体視ドライブシミュレータ」は、国総研のDX関連設備の一環として設置されており、BIM/CIM
データを活用した道路交通研究、インフラ構造物点検技術検証、遠隔操作技術開発など、省庁内外での分野横断
的な利用が可能です。また、F8VPSによる「VR国総研」は、区間内を自由に見学・散策できるほか、各種実験施
設の紹介や研究成果の動画をリンク。同研究所バーチャルツアーへの活用など、企画・広報プラットフォームと
して、様々なシーンでの利用が可能なシステムとなっています。

◆プレスリリース（2021年6月28日）https://www.forum8.co.jp/forum8/press/press210628.htm
◆国土交通省 国土技術政策総合研究所（NILIM）http://www.nilim.go.jp/ ◆VR国総研 http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/vrkokusouken/

大型4面スクリーンの没入型立体視表示システ
ムで広い視野角と高い没入感を伴う運転シミュ
レーションが実現

FORUM8バーチャルプラットフォームシステム
（F8VPS）により同研究所旭庁舎を再現した「VR国総
研」の空間は、運転シミュレーションも体験できる

「VR国総研」のータを3Dプ
リンタで出力した模型を展示

https://www.forum8.co.jp/forum8/press/press210628.htm
http://www.nilim.go.jp/
http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/vrkokusouken/


除雪車両運転教育用の「車両操作シミュレータ」を
NEXCO中日本グループと共同開発

NEXCO中日本グループとの共同開発により、UC-win/Roadを活用して除雪車両のコックピットを再現し、
実車両に近い状態で除雪車両オペレーション訓練が可能な「車両操作シミュレータ」を構築。

特殊な気象条件下でのリアルタイムシミュレーションや、「走向コース」、「蛇行」「衝突リスク（接触
回数）」、「車間距離」などの項目によるトレーニング結果を診断することができ、冬期以外でも除雪車
両のオペレータ教育が可能となっています。

UC-win/Roadと連携し、実車両に近い状態で除雪車両オペレーション訓練が可能

コックピット内からの映像イメージ 梯団除雪イメージ 車両操作シミュレータ

●道路のカーブ・勾配、橋梁・トンネル、料金所など、実際の高速道路環境をVRで再現
●車両ダイナミクスにより除雪時の振動を体感可能
●リプレイ機能により運転操作や走行状況などを記録し、運転後に走行や除雪状況をレビュー可能
●シミュレータ3台までの梯団除雪を想定した連携訓練に対応（他の車両の自動運転操作にも対応）
●訓練後に運転診断や5段階による評価を実施。

■プレスリリース（2020年12月4日）https://www.forum8.co.jp/forum8/press/press201204.htm

https://www.forum8.co.jp/forum8/press/press201204.htm


遠隔操縦や自動運転に対応する重機と、
連携動作する3DVR（バーチャルリア
リティ）システムにより、事前シミュ
レーションによる作業計画の検証、事
前訓練・安全教育、作業監視、複数重
機の統合管理を行うものです。大規模
災害時の危険地帯での無人化施工機械
の運用に活用できる他、常時における
訓練・安全教育、現場作業での効率化
にも役立ちます。本システムでは、重
機のコックピットを再現した操縦装置
や遠隔操縦装置と3DVRシステムが連
携することによって、実機の操作感覚
で、実機の制御と同時に3DVR空間内
の手動操縦や遠隔操縦ができます。

3DVRとの連携で、遠隔操縦の統合管理、モニタリング、訓練、教育に活用

特長
1.事前シミュレーション
2.訓練・安全教育
3.作業監視、作業ガイド、作業指示
4.複数機制御
5.自動運転対応

3DVRによる重機の遠隔操縦システム



UC-win/Road 安全運転シミュレータが
国家公安委員会の運転シミュレータ型式認定を取得！

 教習所、免許センター、警察署での運転者教育・安全運転講習で活用可能。
 認定基準に適合した4種類の教材に対応。
 UC-win/Roadの多彩な3DVR表現機能により、教材以外にも様々なシチュエー
ションに応じた訓練シナリオを作成可能。

UC-win/Road安全運転シミュレータ

運転状況ムービ コンテンツAVI



UC-win/Road DSを活用し複数テーマの研究を展開

https://www.forum8.co.jp/user/academy-user134.htm

●自動車挙動のシミュレーションによる再現という共同研究のテーマを設定。
収集した3D地図データをDSに取り込み研究に活用。

●複数の大学、研究機関や民間企業と連携した研究テーマにおいて、
福島県におけるプロジェクトにてUC-win/Roadを活用。

●自動運転技術の社会実装を睨んだ法律や保険、技術、地方創生に跨る学際的課
題についての研究を実施。

ユーザ事例
明治大学 自動運転社会総合研究所（MIAD）

https://www.forum8.co.jp/user/academy-user134.htm


自動車と自転車におけるドライバーの挙動を相互研究
運転中の行動研究や道路標識効果をUC-win/Road DSと視線計測システムで実現

https://www.forum8.co.jp/user/academy-user132.htm

●UC-win/Road DSにより制御しやすいテスト
環境を使って実証費用を抑え、実空間で不可
能、危険を伴うような研究も行う。

●自転車シミュレータとドライビングシミュ
レータ、アイトラッカー、マイクロシミュ
レーションソフトウェアを統合することで、
自転車運転者の安全性に関するより詳細な調
査を実施。

ユーザ事例(オーストラリア)
モーガン州立大学 Safety and Behavioral Analysis(SABA) センター

https://www.forum8.co.jp/user/academy-user132.htm


コンテンツ





第19回
3D･VRシミュレーション
コンテスト オン･クラウド

The 19th 3DVR Simulation Contest On Cloud



遠隔操縦操作訓練用シミュレータ
国土交通省九州地方整備局九州技術事務所

2016年に発生した熊本地震により崩落してしまった

阿蘇大橋周辺を再現しています。写真データは実際

の被災現場を空撮したものを使用しており、当時の

被害状況がわかるようになっています。このVRデー

タを用いて、実際の遠隔操作用のコントローラを接続

して災害時における初期初動対応を目的とした分解

組立型バックホウの遠隔操作訓練シミュレータを構

築しています。

準グランプリ 優秀賞

a3slist://vrcloud.forum8.co.jp/3uq0b5f3
作品紹介AVI

a3slist://vrcloud.forum8.co.jp/3uq0b5f3


運転時反応試験用VRデータ
株式会社デンソー

アイデア賞

⾃動⾞運転中における交差点での⼈や⾃転⾞の⾶
び出しなどに対するドライバーの反応の早さを検証

するためのVRシミュレーション。衝突しないダミーと

衝突するターゲットを組み合わせ、対象物の⾊や⼤
きさ、タイミングなど約160種類の様々な条件を設定

し、ドライバーが衝突の危険を感じて反応するまでの

時間差を検証しています。

a3slist://vrcloud.forum8.co.jp/ohe1q7uj
作品紹介AVI

a3slist://vrcloud.forum8.co.jp/ohe1q7uj


The 17th 3DVR Simulation Contest

第18回
3D･VRシミュレーション
コンテスト オン･クラウド

The 18th 3DVR Simulation Contest



グランプリ

安全運転走行評価診断シミュレータ
医療法人社団城東桐和会 タムス浦安病院

高次脳機能障害患者を対象にした運転トレーニング、

ならびに運転の危険度と安全性の客観的評価を行う

シミュレーションシステム、最終的な実車乗車許可の

データとして活用予定。難易度別に、速度超過や停

止線越え、バック駐車等、高次脳機能障害により困

難が予想される状況を評価、結果のグラフ化や比較、

履歴の確認が可能。

a3slist://vrcloud.forum8.co.jp/2ikroy3c
作品紹介AVI

a3slist://vrcloud.forum8.co.jp/2ikroy3c


阪神高速道路車両軌跡シミュレーション
阪神高速道路株式会社

審査員特別賞 Advanced賞
日本大学 理工学部 土木工学科 関 文夫 氏

画像処理により生成した0.1秒毎の車両軌跡データ

（Zen Traffic Data）を可視化するためのプラット

フォームとして整備したVRデータである。両データを

組み合わせることで、多様な視点から実際の交通状

況・車両挙動を概観することが可能となり、実効性の

高い渋滞対策・安全対策の立案への道筋をつけた。

a3slist://vrcloud.forum8.co.jp/8bpp8uh6

作品紹介AVIZen Traffic Data

a3slist://vrcloud.forum8.co.jp/8bpp8uh6
https://zen-traffic-data.net/


シミュレーションリアルタイム連携プラグインオプション
オプションとTCP通信により連携可能な、Node.jsサンプルプログラムの追加

• UC-win/Roadからシミュレーションの情報、周辺車両、信号機、自車の情報、ユーザ
視線情報、オブジェクト検出の情報が参照可能

• 外部からの自車運転制御上書きとユーザ変数の操作を可能にしたことで、
UC-win/Roadで作成したシナリオの遷移制御、ADAS向けの自車制御を外部から、
JavaScriptのプログラミングにより可能になった

JavaScript ソースコード
シミュレーション

情報 受信処理

フィードバック 送信処理

JavaScript

ユーザ処理

提供
モジュール

TCP

データフロー

TCP

VR Design Studio UC-win/Road Ver.14



C++プログラミング

Delphi

TCP

C++

APIs:

プログラム
構築

*.bpl

プログラム
構築

*.dll

JavaScriptプログラム

受信処理

送信処理

プログラム
実行

2010

2019

2021

C++ API

Simulation 
Core

Visual 
options

・・・

Scripts 
Scenarios 

control

・・・

Callbacks

Project 
Data

Terrain
Roads

・・・

3D Models

・・・

Cameras

・・・

Callbacks

Main 
Form

Camera & 
Navigation

control

・・・

GUI

・・・

Callbacks

Gaze 
Tracking

・・・

Callbacks

API仕様リニューアル
構造をよりわかりやすく → ラーニングカーブ改善

VR Design Studio UC-win/Road Ver.15



レンダリング速度アップ
• 130%以上、シーンによって200%以上向上

• 3Dメッシュデータ最適化、GPU処理効率化

• モデル可視性判定計算最適化

• 大規模空間をより快適に使用可能

ステアリングハンドルの反力
• フォースフィードバックコントローラ対応

• 車両運動モデル連動：滑り、衝撃を再現

• パラメータチューニング可能

100FPS          300FPS

操舵角

反力

低速・停車時

最大反力設定

ばね定数設定

VR Design Studio UC-win/Road Ver.15



 VRソフトやVR-CG作成も含めたBtoB向けCG-VR市場を対象とした
2019年-2020年の企業シェア調査による実績。

 Shade3Dは、「国産３DCGソフトウェア企業シェア No.1」、
「10万円以下3DCGソフト国内市場 企業シェアNo.1 」を獲得

Shade3D 国産３DCGソフトウェア
2019年-2020年 企業シェア No.1

 10万円以下3DCGソフト国内市場(単位100万円)

※(株)富士キメラ総研調べ（2020年8月31日付）

メーカ
2019(実績) 2020 (見込)

金額 シェア 金額 シェア

フォーラムエイト 85 42.5% 85 43.1%

T社 70 35.0% 72 36.5%

A社 30 15.0% 28 14.2%

S社 5 2.5% 3 1.5%

その他 10 5.0% 9 4.6%

合計 200 100.0% 197 100.0%

産業用VR/CGソフト国内市場シェア調査



◆Shade3D Ver.22 製品ページ

Shade3D Ver.22 リリース GPUレイトレーシング、AIノイズ除去などに対応

GPUレイトレーシングのベンチマークも公開
（画像下：レンダリング時間2秒）

統合型3DCGソフト Shade3DのVer.22をリリース。GPUレイトレーシング、AIノイズ除去、ス
イープ曲面、ワイヤフレームの陰線表示など、より正確で高品質なモデリング／レンダリング
を実現する新機能に加えて、BIM/CIM対応機能も拡張・強化しています。

左：ノイズ除去前、右：ノイズ除去後

左：スイープ曲面

https://shade3d.jp/product/shade3d/ver22/newfunction.html


国産クロスプラットフォーム3Dゲームエンジン「スイート千鳥エンジン」

 「スイート千鳥エンジン」、プログラミング教育・非商用個人利用は無償（2020.4.30）

PCはもちろん、スマートフォンから各種ゲーム機のプラットフォームに対応（順次
拡張中）。業務用アプリやデジタルサイネージ、ARなど、CGを活用した各種ソ
リューションにも大きな力を発揮できます。

◆スイート千鳥エンジン製品情報

https://www.forum8.co.jp/https:/www.forum8.co.jp/product/suite/chidori/


F8VPS(フォーラムエイトバーチャルプラットフォームシステム)

2020年に発生した新型コロナによるパンデミックは、文化施設、イベント、観光地などへの訪問制
限や自粛による活動停止状態を招きました。このような状況を背景として、フォーラムエイトは、
いつでもどこでもVRの体験を通じて、知る／学ぶ／理解する／情報を共有する／共感することがで
きるように、バーチャルツアーアプリケーションの提供を開始します。

>>バーチャルショールーム

従来のVR-Cloud®の技術を活用してVRの遠隔リアルタイ
ム利用を実現、関係者間での計画検討、合意形成、シミュ
レーションに加えて、重要な資産であるVRコンテンツを
最大限に活用できます。APIのため、常に新しいコンテン
ツを提供でき、期間限定のイベントなどにも柔軟に対応。
ブラウザが動作するあらゆる端末で利用できます。

https://www.forum8.co.jp/topic/vs.htm


本アプリは、3DVRにより再現されたオフィス・会議室・休憩室などの空間とアバターにより、実際
のオフィス勤務と同様のコミュニケーションが実現するバーチャルシステムです。会議機能に加えて、
部署や人員の検索機能など、さまざまな機能を提供いたします。

特徴

1. 3D/VRで体験を共有する、
より視覚的な操作性

2. 直感的な操作が可能な
メニュー・チャット画面

3. スマートウォッチによる
健康管理機能

F8VPS(フォーラムエイトバーチャルプラットフォームシステム)



 WebAR（丹後国分寺五重塔／川湯の森ナイトミュージアム）

AR Solution

 ARエンジンを連携したシステム
 紙に印刷された形状マーカにより、VRデータをサーバ経由で表示可能
 作成予定部品の図面と連携し3Dモデル・VRによるプロトタイプ確認が可能
 サーバ構築から、携帯端末ビューア作成まで一連のサービスを提供可能

 AR Mail From Harbin

AR Mail From Harbin

 スマホでアプリをダウンロードする必要はなく付属のwebブラウザで体験できる。

https://armailfromharbin.netlify.com/
https://armailfromharbin.netlify.com/
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